


越谷市の被保護世帯数・被保護人員・保護率の推移

越谷市の自殺死亡率

刑法犯罪種別認知件数

越谷市不登校児童生徒数の推移小学校中学校

越谷市の待機児童の推移

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

自殺者数 69 79 84 81 66 48 61 58 50 54 53 59

自殺死亡率 21.8 24.7 26.1 25 20.3 14.7 18.3 17.5 14.7 15.9 15.5 17.2
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越谷市の自殺死亡率
高校における中途退学者

貧困

格差

保護者

犯罪

こども

高校生

保護受給者はますます増えているにもかかわらず、
保護率は横ばいの状況。つまり、より貧困が広がっている

コロナ禍で若い女性の自死が急激に増えている。

共働き世帯の増加に対して、保育所等の対応が弱い。

安心安全の指標である各種犯罪は増え続けている。

増え続ける不登校児に対して、現状の教育制度では解決できない

経済的理由やヤングケアラー問題等で退学者が顕在化している。

文科省「児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に関する調査」平成30年

第4次総合振興計画（１０年間）の取り組みの結果データ
高齢者・女性・子どもを中心に
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